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I 分裂準備帯の形成機構と機能の解析 

Analysis of developmental mechanisms and function of preprophase bands  
 

峰雪芳宣・竹内美由紀 

Mineyuki, Y., Takeuchi, M. 
 
 分裂準備帯(preprophase band)は高等植物の体細胞分裂の分裂面挿入位置を決定する微小管でできた装置で

ある。この装置はG2 期に出現し、前期に完成するが、核膜崩壊前後に消失する。しかし、この装置が存在した

位置になんらかの位置情報が残され、細胞分裂の最後で、確実に細胞板はこの位置に向かって伸長する。我々は、

どのようにして微小管が将来の分裂面の位置に分裂準備帯として並ぶのか、分裂準備帯が消失した後に残るメモ

リーは何か、また、そのメモリーの蓄積機構は何か、を明らかにすることを目的として研究を行っている。今年

度は、分裂準備帯でクラスリンを介したエンドサイトーシスが活発なことを示し、それをもとに分裂面の位置メ

モリー蓄積におけるエンドサイトーシスの役割に関するモデルを提唱した。 

 
 

Ⅱ 植物の細胞分裂と細胞質分裂に関与するナノマシンの解析 

 Analysis of nano-machines involved in plant cell division and cytokinesis 
 

峰雪芳宣・竹内美由紀・山内大輔・中井朋則 

Mineyuki, Y., Takeuchi, M.,Yamauchi, D., Nakai, T. 
 
 生命体を構成する生体分子は集合してナノマシン、あるいはより高次なナノシステムを形成し、生命活動を行

っている。植物の細胞質分裂に関与する微小管・アクチン繊維・膜系からなるナノマシン・ナノシステムの構築

と制御機構を様々な顕微鏡を使って解析している。特に、国内外の幾つかの研究室と共同で、加圧凍結・2 軸電

子線トモグラフィー法を使ったナノマシンの～7nm レベルでの解析を行っている。今年度は、微小管とマイクロ

フィラメント（アクチン繊維）に注目して研究を行った。また、中心体なしで微小管の構築が行われる植物独特

の微小管構築機構を明らかにするために、中心体の有無で微小管系に大きな違いがある裸子植物の代表的な種に

関して、中心体構成分子γチューブリンの構造と機能に関する比較を行った。 

 
 

Ⅲ 局所・大局同時並行タイムラプスシステムの開発 

Development of a time-lapse systemrecording local and global eventsin parallel 
 

峰雪芳宣 
Mineyuki, Y. 
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 1 台の顕微鏡に、1 分子イメージング用の光学系と、細胞全体を観察するための光学系を装備し、この2 つの

光学系を外部から1 つのコンピューターによって制御させ、対物レンズの交換なしに、高倍率狭視野（局所）で

の蛍光ラベルした分子の挙動変化と、広視野（大局）で細胞全体の構造変化を同時並行で記録することで、細胞

の局所で起こっている分子の挙動と、大局での状態変化との関係を記録、解析できるシステムの開発を始めた。 

 
 
 

Ⅳ 種子内部構造の X線 CTによる解析 

Analysis of internal structure of seeds using X-ray computed tomography  
 

山内大輔・峰雪芳宣・竹内美由紀 

Yamauchi, D., Mineyuki, Y., Takeuchi, M., 
 

 種子は乾燥していて休眠状態にあり、吸水すると、その中の胚は生命活動を再開して発芽する。その過程において

種子中に含まれる多量の貯蔵物質が分解される。このような発芽過程に起こる一連の種子中での構造変化を観察する

時に、種皮が種子の周りを覆っており、支障となっている。しかし、X 線 CT 技術を用いれば、化学固定や切片作製な

しで種子内部構造を観察できる。この技術を用いてミヤコグサ、シロイヌナズナ、タマネギなどの種子内部構造を調べる

目的でSPring-8 のBL20B2 でX 線を照射し、それらの画像データを得た。 

 
 

Ⅴ 種子発芽時における遺伝子発現機構の解析 

Analysis of gene expression during seed germination 
 

山内大輔・中井朋則 
Yamauchi, D., Nakai, T. 

 
 種子貯蔵物質は、発芽時に分解され、芽や根の成長に利用される。この分解に関わる加水分解酵素の遺伝子発

現は、植物ホルモンであるジベレリンで誘導される。インゲンマメ種子中においてこのホルモン応答に関わる転

写因子 PvGAI2 と緑色蛍光タンパク質との融合タンパク質をタバコ BY2 培養細胞で発現させて、その細胞内

での局在性を調べた。また、イネ種子プロテアーゼ遺伝子のジベレリン応答発現に関わる転写因子の複合体形成

についても解析を進めた。 

 
 

Ⅵ ホウライシダ ESTの解析 

Analysis of expressed sequence tags in Adiantumcapillus-veneris 

 
山内大輔 

Yamauchi, D. 
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 シダ植物のゲノムに関する研究は、種子植物と比較して進展していない。光形態形成の研究に用いられてきた

ホウライシダをシダのモデル植物として位置づけるために、その胞子体や配偶体などで発現している遺伝子配列 

(EST) の解析を進めている。これまでに決定した約30,000 クローンの塩基配列を統合データベース整備事業の

TogoDB においてホウライシダEST データベース AcEST（Adiantumcapillus-venerisEST）として公開し

た。 

 
 

Ⅶ 細菌由来セルロースの合成機構 

Mechanism of cellulose production from bacteria 

 
中井朋則・峰雪芳宣 
Nakai, T., Mineyuki, Y. 

 

 酢酸菌 Gluconacetobacterxylinum が生産するセルロースは、他の細菌が合成するセルロースと比較して、

高等植物のセルロースと結晶構造が近く、その合成機構の解明は植物由来セルロースの合成機構の解明にも直結

している。特に、セルロース分解酵素であるセルラーゼが植物でも細菌でも、セルロースの合成に深く関与して

いることが知られている。すでに作成しているセルラーゼ遺伝子を破壊した酢酸菌を電子顕微鏡で観察したとこ

ろ、野生株と異なる菌体外不溶性繊維を非常に低頻度で排出していることを明らかにした。その繊維を市販のセ

ルラーゼで処理したところ、還元力の増加が検出され、不溶性繊維にセルロースが含まれていることが示唆され

た。 
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藪内隆俊：分裂準備帯の細胞分裂面挿入位置記憶に関する研究 
早川基実：高等植物の微小管ダイナミクスの研究 
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宮本裕子：陸上植物におけるγ-チューブリン機能の進化 
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